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(57)【要約】
【課題】　入力される交流電圧が変動した場合でも、安
定した直流電圧を出力する。
【解決手段】　整流回路２からの電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖ
ｔｈ以上であるとき、トランジスタＱ１、Ｑ２がオフ状
態になるので、整流回路２からの電圧に基づく電流が出
力部３に流れず、出力部６に電圧を生成させない。整流
回路２からの電圧が閾値電圧Ｖｔｈ未満であるとき、ト
ランジスタＱ１がオン状態になる。このとき、閾値電圧
Ｖｔｈが出力電圧以上であれば、トランジスタＱ２がオ
ン状態になるので、整流回路２からの電圧Ｖ３に基づく
電流が出力部６に流れ、出力部６に電圧を生成させる。
閾値電圧Ｖｔｈが出力電圧にトランジスタＱ２のベース
－エミッタ間電圧を加算した電圧未満であれば、トラン
ジスタＱ２がオフ状態になるので、出力部６に電圧を生
成させない。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される交流電圧に基づいて直流電圧を生成する電源回路であって、
　前記交流電圧を整流する整流回路と、
　前記整流回路からの電圧を受けて、出力部が生成すべき電圧にｐｎｐトランジスタのベ
ース－エミッタ間電圧とｎｐｎトランジスタのベース－エミッタ間電圧とを加算した電圧
値である所定の閾値電圧を生成する閾値電圧生成部と、
　前記閾値電圧がエミッタに供給され、前記整流回路からの電圧がベースに供給される前
記ｐｎｐトランジスタと、
　前記整流回路からの電圧がコレクタに供給され、エミッタが出力部に接続され、ベース
が前記ｐｎｐトランジスタのコレクタおよびローレベルの電位に接続された前記ｎｐｎト
ランジスタと、
　前記ｎｐｎトランジスタがオン状態のときに、前記整流回路からの電圧に基づく電流を
受けて、直流電圧を生成する前記出力部とを備える、電源回路。
【請求項２】
　前記整流回路からの電圧の振幅値を低下させて、前記ｐｎｐトランジスタのベースに供
給する振幅調整部をさらに備える、請求項１に記載の電源回路。
【請求項３】
　入力される交流電圧に基づいて直流電圧を生成する電源回路であって、
　前記交流電圧を整流する整流回路と、
　前記整流回路からの電圧を受けて、出力部が生成すべき電圧に第１トランジスタのベー
ス－エミッタ間電圧と第２トランジスタのベース－エミッタ間電圧とを加算した電圧値で
ある所定の閾値電圧を生成する閾値電圧生成部と、
　前記閾値電圧と前記整流回路からの電圧とを比較し、前記閾値電圧が前記整流回路から
の電圧未満のときにオフ状態になり、前記閾値電圧が前記整流回路からの電圧以上のとき
にオン状態になる前記第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタがオン状態のときに、前記閾値電圧と、出力部の電圧とを比較し
、前記閾値電圧が、前記出力部の電圧以上であるときにオン状態になり、前記閾値電圧が
、前記出力部の電圧未満であるときにオフ状態になる前記第２トランジスタと、
　前記第２トランジスタがオン状態にときに、前記整流回路からの電圧に基づく電流を受
けて、直流電圧を生成し、前記第２トランジスタがオフ状態のときに、整流回路からの電
圧に基づく電流を受けず、直流電圧を生成しない前記出力部とを備える、電源回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力される交流電圧に基づいて直流電圧を生成する電源回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アンプ装置等のオーディオ機器において、入力される交流電圧に基づいて直流電圧を生
成し、その電圧値を低下させる電源回路が使用されている。この電源回路は、交流電圧を
直流電圧に変換する全波整流回路と、全波整流回路から出力される直流電圧から所定電圧
値の電圧を生成するレギュレータと、出力電圧を生成するコンデンサとを備える。一般的
には、全波整流回路から出力される直流電圧（全波整流波形）の電圧ピーク時にレギュレ
ータからコンデンサに電流が流れるので、レギュレータで消費される電力が非常に大きく
なってしまい、発生する熱が大きくなってしまう。
【０００３】
　この問題を解決するために、図３に示す電源回路１００が提案されている。電源回路１
００は、全波整流回路Ｄ１０１から出力される電圧（全波整流波形）が所定の閾値電電圧
未満のときに、全波整流回路Ｄ１０１からコンデンサＣ１０３に電流を流し、コンデンサ
Ｃ１０３を充電する。従って、全波整流回路Ｄ１０１からの電圧が低いときに、トランジ
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スタＱ１０３に電流を流すことにより、消費電力を低減させることができる。つまり、電
源回路１００は、安定化回路で電圧を低下させることなく、電源回路１００において効率
的に電圧を低下させた後に、安定化回路に供給するものである。
【０００４】
　詳細には、電源回路１００は、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧がツェナーダイオ
ードＤ１０２のツェナー電圧（例えば１２Ｖ）以上である場合には、ツェナーダイオード
Ｄ１０２を介してトランジスタＱ１０１のベースに電流が流れ、トランジスタＱ１０１が
オン状態になる。従って、トランジスタＱ１０２がオフ状態になり、トランジスタＱ１０
３がオフ状態になる。その結果、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧による電流がコン
デンサＣ１０３に流れず、コンデンサＣ１０３は充電されない。
【０００５】
　一方、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧がツェナーダイオードＤ１０２のツェナー
電圧（例えば１２Ｖ）未満である場合には、ツェナーダイオードＤ１０２を介してトラン
ジスタＱ１０１のベースに電流が流れず、トランジスタＱ１０１がオフ状態になる。従っ
て、トランジスタＱ１０２がオン状態になり、トランジスタＱ１０３がオン状態になる。
その結果、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧による電流がコンデンサＣ１０３に流れ
、コンデンサＣ１０３が充電される。
【０００６】
　以上のように、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧がツェナーダイオードＤ１０２の
ツェナー電圧以上であるときにコンデンサＣ１０３に電流を供給せず、全波整流回路Ｄ１
０１からの直流電圧がツェナーダイオードＤ１０２のツェナー電圧未満であるときにコン
デンサＣ１０３に電流を供給することによって、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧が
低いときに、トランジスタＱ１０３に電流を流すことにより、トランジスタＱ１０３にか
かる電圧を小さくでき、消費電力を低減させることができる。
【０００７】
　電源回路１００には、以下のような問題がある。すなわち、入力される交流電圧が増減
すると、全波整流回路Ｄ１０１からの直流電圧の電圧値が増減するので、ツェナーダイオ
ードＤ１０２に電流が流れる期間が変化してしまう。すると、トランジスタＱ１０３がオ
ン状態又はオフ状態になる期間も変化してしまい、コンデンサＣ１０３に充電される電圧
値が変化し、電源回路１００の出力電圧である直流電圧が変動してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－２７１９５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、入力され
る交流電圧が変動した場合でも、安定した直流電圧を出力することができる電源回路を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の好ましい実施形態による電源回路は、入力される交流電圧に基づいて直流電圧
を生成する電源回路であって、前記交流電圧を整流する整流回路と、前記整流回路からの
電圧を受けて、出力部が生成すべき電圧にｐｎｐトランジスタのベース－エミッタ間電圧
とｎｐｎトランジスタのベース－エミッタ間電圧とを加算した電圧値である所定の閾値電
圧を生成する閾値電圧生成部と、前記閾値電圧がエミッタに供給され、前記整流回路から
の電圧がベースに供給される前記ｐｎｐトランジスタと、前記整流回路からの電圧がコレ
クタに供給され、エミッタが出力部に接続され、ベースが前記ｐｎｐトランジスタのコレ
クタおよびローレベルの電位に接続された前記ｎｐｎトランジスタと、前記ｎｐｎトラン
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ジスタがオン状態のときに、前記整流回路からの電圧に基づく電流を受けて、直流電圧を
生成する前記出力部とを備える。
【００１１】
　整流回路からの電圧が閾値電圧以上である場合には、ｐｎｐトランジスタ及びｎｐｎト
ランジスタがオフ状態になるので、整流回路からの電圧に基づく電流が出力部に流れず、
出力部に電圧を生成させない。一方、整流回路からの電圧が閾値電圧未満である場合には
ｐｎｐトランジスタがオン状態になる。このとき、閾値電圧が出力電圧にｎｐｎトランジ
スタのベース－エミッタ間電圧を加算した電圧以上であれば、ｎｐｎトランジスタがオン
状態になるので、整流回路からの電圧に基づく電流が出力部に流れ、出力部に電圧を生成
させる。閾値電圧が出力電圧にｎｐｎトランジスタのベース－エミッタ間電圧を加算した
電圧未満であれば、ｎｐｎトランジスタがオフ状態になるので、整流回路からの電圧に基
づく電流が出力部に流れず、出力部に電圧を生成させない。
【００１２】
　閾値電圧は、ｐｎｐトランジスタのエミッタに供給されるので、ｐｎｐトランジスタが
オン状態であるとき、ｐｎｐトランジスタのコレクタの電圧は閾値電圧Ｖｔｈからｐｎｐ
トランジスタのベース－エミッタ間電圧を減算した電圧となる。そして、ｎｐｎトランジ
スタがオン状態になるとき、ｎｐｎトランジスタのエミッタ電圧はｎｐｎトランジスタの
ベース電圧からｎｐｎトランジスタのベース－エミッタ間電圧を減算した電圧になる。ｎ
ｐｎトランジスタのベース電圧はｐｎｐトランジスタのコレクタ電圧であるので、ｎｐｎ
トランジスタのエミッタ電圧は、閾値電圧Ｖｔｈからｐｎｐトランジスタのベース－エミ
ッタ間電圧とｎｐｎトランジスタのベース－エミッタ間電圧とを減算した電圧となる。従
って、出力部に充電される電圧は、必ず、閾値電圧Ｖｔｈからｐｎｐトランジスタ及びｎ
ｐｎトランジスタの各ベース－エミッタ間電圧を減算した電圧に保持することができる。
従って、入力電圧が変動する場合であっても、出力電圧を一定に保持することができる。
【００１３】
　好ましい実施形態においては、前記整流回路からの電圧の振幅値を低下させて、前記ｐ
ｎｐトランジスタのベースに供給する振幅調整部をさらに備える。
【００１４】
　振幅調整部によって整流回路からの電圧の振幅値を低下させて、ｐｎｐトランジスタの
ベースに供給することにより、ｐｎｐトランジスタおよびｎｐｎトランジスタがオン状態
になる期間が長くなる。従って、同じ電圧値を出力部に生成させる場合に、出力部に流す
電流の電流ピーク値を小さくすることができる。従って、ｎｐｎトランジスタに電流値の
大きな電流が流れてｎｐｎトランジスタが破損することを防止することができる。
【００１５】
　本発明の別の好ましい実施形態による電源回路は、　入力される交流電圧に基づいて直
流電圧を生成する電源回路であって、前記交流電圧を整流する整流回路と、前記整流回路
からの電圧を受けて、出力部が生成すべき電圧に第１トランジスタのベース－エミッタ間
電圧と第２トランジスタのベース－エミッタ間電圧とを加算した電圧値である所定の閾値
電圧を生成する閾値電圧生成部と、前記閾値電圧と前記整流回路からの電圧とを比較し、
前記閾値電圧が前記整流回路からの電圧未満のときにオフ状態になり、前記閾値電圧が前
記整流回路からの電圧以上のときにオン状態になる前記第１トランジスタと、前記第１ト
ランジスタがオン状態のときに、前記閾値電圧と、出力部の電圧とを比較し、前記閾値電
圧が、前記出力部の電圧以上であるときにオン状態になり、前記閾値電圧が、前記出力部
の電圧未満であるときにオフ状態になる前記第２トランジスタと、前記第２トランジスタ
がオン状態にときに、前記整流回路からの電圧に基づく電流を受けて、直流電圧を生成し
、前記第２トランジスタがオフ状態のときに、整流回路からの電圧に基づく電流を受けず
、直流電圧を生成しない前記出力部とを備える。
【００１６】
　整流回路からの電圧が閾値電圧以上である場合には、第１トランジスタ及び第２トラン
ジスタがオフ状態になるので、整流回路からの電圧に基づく電流が出力部に流れず、出力
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部に電圧を生成させない。一方、整流回路からの電圧が閾値電圧未満である場合には第１
トランジスタがオン状態になる。このとき、閾値電圧が出力電圧以上であれば、第２トラ
ンジスタがオン状態になるので、整流回路からの電圧に基づく電流が出力部に流れ、出力
部に電圧を生成させる。閾値電圧が出力電圧未満であれば、第２トランジスタがオフ状態
になるので、整流回路からの電圧に基づく電流が出力部に流れず、出力部に電圧を生成さ
せない。また、閾値電圧生成部は、出力部が生成すべき電圧に第１トランジスタのベース
－エミッタ間電圧と第２トランジスタのベース－エミッタ間電圧を加算した電圧値である
所定の閾値電圧を生成する。従って、入力電圧が変動する場合であっても、出力電圧を一
定に保持することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は上記構成を有することによって、入力される交流電圧が変動した場合でも、安
定した直流電圧を出力することができる電源回路を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の好ましい実施形態による電源回路１を示す回路図である。
【図２】電源回路１の動作を示すシミュレーション結果である。
【図３】従来の電源回路を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好ましい実施形態について説明するが、本発明はこれらの実施形態には
限定されない。図１は、本発明の好ましい実施形態による電源回路１を示す概略回路図で
ある。電源回路１は、全波整流回路２と、振幅調整部３と、閾値電圧生成部４と、出力制
御部５と、出力部６とを概略備えている。
【００２０】
　電源回路１は、出力制御部５が、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３を振幅調整部３で
分圧した直流電圧Ｖ４と、閾値電圧生成部４が生成する閾値電圧Ｖｔｈとを比較し、かつ
、閾値電圧Ｖｔｈと、出力電圧Ｖｏとを比較する。直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ以上で
あるとき、直流電圧Ｖ３に基づく電流を出力部６に供給しない（直流電圧Ｖ３を供給しな
い）。直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満であるとき、閾値電圧Ｖｔｈが、出力電圧Ｖｏ
以上であれば、直流電圧Ｖ３に基づく電流を出力部６に供給する（直流電圧Ｖ３を供給す
る）。閾値電圧Ｖｔｈが、出力電圧Ｖｏ未満であれば、直流電圧Ｖ３に基づく電流を出力
部６に供給しない。そして、閾値電圧生成部４は、出力部６に生成すべき電圧値と同じ電
圧値（詳細には、出力部６に生成すべき電圧値に、トランジスタＱ１、Ｑ２の各ベース－
エミッタ間電圧を加算した電圧）の閾値電圧Ｖｔｈを生成する。その結果、出力部６に生
じる直流電圧を一定にすることができる。
【００２１】
　全波整流回路２は、交流電圧源Ｖ１、Ｖ２と、ダイオードＤ１、Ｄ２とを含み、交流電
圧源からの交流電圧を全波整流し、全波整流波形を生成し、出力する。ダイオードＤ１の
アノードは電圧源Ｖ１の正側に接続され、ダイオードＤ２のアノードは電圧源Ｖ２に接続
されている。
【００２２】
　振幅調整部３は、抵抗Ｒ１、Ｒ２を含む。振幅調整部３は、全波整流回路２から電圧Ｖ
３を受けて、電圧Ｖ３を抵抗Ｒ１、Ｒ２によって分圧し、電圧Ｖ３の振幅値を低下させた
電圧Ｖ４を生成する。振幅調整部３は、生成した電圧Ｖ４をダイオードＤ４を介して出力
制御部５のトランジスタＱ１に供給する。抵抗Ｒ１の一端は全波整流回路２のダイオード
Ｄ１のカソードに接続され、その他端は抵抗Ｒ２の一端とダイオードＤ４のカソードとに
接続されている。抵抗Ｒ２の他端は接地電位に接続されている。
【００２３】
　閾値電圧生成部４は、出力制御部５が全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３に基づく電流
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を出力部６に供給するか否かを判別するための閾値電圧Ｖｔｈを生成する。生成された閾
値電圧Ｖｔｈは、出力制御部５のトランジスタＱ１のエミッタに供給される。閾値電圧生
成部４は、定電圧生成部であるツェナーダイオードＤ３と、コンデンサＣ１とを含む。ツ
ェナーダイオードＤ３のカソードは、トランジスタＱ１のエミッタに接続され、そのアノ
ードは接地電位に接続されている。コンデンサＣ１は、ツェナーダイオードＤ３のカソー
ドと接地電位との間に接続されている。
【００２４】
　ツェナーダイオードＤ３は、閾値電圧Ｖｔｈを生成する。閾値電圧Ｖｔｈは、出力部６
のコンデンサＣ２に充電されるべき電圧値（すなわち出力電圧Ｖｏ）と同じ電圧値に設定
されている。詳細には、トランジスタＱ１、Ｑ２のベース－エミッタ間電圧を考慮して、
コンデンサＣ２に充電されるべき電圧にトランジスタＱ１、Ｑ２のベース－エミッタ間電
圧（合計１．２Ｖ）を加算した電圧値に設定されている。例えば、出力部６が３．８Ｖの
直流電圧を出力する場合には、ツェナーダイオードＤ３の閾値電圧Ｖｔｈは５Ｖに設定さ
れている。コンデンサＣ１には、全波整流回路２からの電圧Ｖ３が供給されて充電されて
いる。コンデンサＣ１の充電電圧は、ツェナーダイオードＤ３のカソードに供給されてい
る。従って、入力電圧Ｖｉが変動したとしても、コンデンサＣ１の充電電圧によってツェ
ナーダイオードＤ３が閾値電圧Ｖｔｈを生成することにより、閾値電圧Ｖｔｈを固定する
ことができる。
【００２５】
　従って、入力電圧Ｖｉが変動した場合であっても、出力電流Ｉｏが変動した場合であっ
ても、安定した出力電圧Ｖｏを出力することができる。その理由は、次の通りである。閾
値電圧Ｖｔｈは、トランジスタＱ１のエミッタに供給されるので、トランジスタＱ１がオ
ン状態であるとき、トランジスタＱ１のコレクタの電圧は閾値電圧Ｖｔｈからトランジス
タＱ１のベース－エミッタ間電圧を減算した電圧となる。そして、トランジスタＱ２がオ
ン状態になるとき、トランジスタＱ２のエミッタ電圧は、トランジスタＱ２のベース電圧
からトランジスタＱ２のベース－エミッタ間電圧を減算した電圧になる。トランジスタＱ
２のベース電圧はトランジスタＱ１のコレクタ電圧であるので、トランジスタＱ２のエミ
ッタ電圧は、閾値電圧ＶｔｈからトランジスタＱ１のベース－エミッタ間電圧とトランジ
スタＱ２のベース－エミッタ間電圧とを減算した電圧となる。従って、コンデンサＣ２に
充電される電圧は、必ず、閾値電圧ＶｔｈからトランジスタＱ１、Ｑ２の各ベース－エミ
ッタ間電圧を減算した電圧に保持することができる。
【００２６】
　出力制御部５は、振幅調整部３からの電圧Ｖ４と、閾値電圧生成部４が生成する閾値電
圧Ｖｔｈとを比較する。さらに、出力制御部５は、閾値電圧Ｖｔｈと、コンデンサＣ２の
充電電圧（出力電圧Ｖｏ）とを比較する。出力制御部５は、直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔ
ｈ以上のとき、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３に基づく電流を出力部６のコンデンサ
Ｃ２に流さない（直流電圧Ｖ３をコンデンサＣ２に供給しない）。出力制御部５は、直流
電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満であり、かつ、閾値電圧ＶｔｈがコンデンサＣ２の充電電
圧以上であるとき、直流電圧Ｖ３に基づく電流を出力部６のコンデンサＣ２に流す（直流
電圧Ｖ３をコンデンサＣ２に供給する）。出力制御部５は、直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔ
ｈ未満であり、かつ、閾値電圧ＶｔｈがコンデンサＣ２の充電電圧未満であるとき、直流
電圧Ｖ３に基づく電流を出力部６のコンデンサＣ２に流さない（直流電圧Ｖ３をコンデン
サＣ２に供給しない）。
【００２７】
　出力制御部５は、ｐｎｐトランジスタＱ１と、ｎｐｎトランジスタＱ２と、抵抗Ｒ３～
Ｒ５とを含む。トランジスタＱ１は、振幅調整部３からの直流電圧Ｖ４と閾値電圧Ｖｔｈ
とを比較し、比較した結果を出力する。トランジスタＱ２は、トランジスタＱ１からの比
較結果に応じて、閾値電圧Ｖｔｈと、コンデンサＣ２の充電電圧とを比較し、比較結果に
基づいて、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３のコンデンサＣ２への供給／非供給を切り
換える。
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【００２８】
　トランジスタＱ１のベースはダイオードＤ４のアノードに接続され、振幅調整部３から
の電圧Ｖ４が供給される。トランジスタＱ１のエミッタはツェナーダイオードＤ３のカソ
ードに接続され、閾値電圧Ｖｔｈが供給される。トランジスタＱ１のコレクタは、抵抗Ｒ
４を介して接地電位に接続され、かつ、抵抗Ｒ５を介してトランジスタＱ２のベースに接
続されている。トランジスタＱ２のコレクタは、全波整流回路２の出力に接続され、全波
整流回路２からの直流電圧Ｖ３が供給される。トランジスタＱ２のエミッタは、出力部６
のコンデンサＣ２に接続され、コンデンサＣ２の充電電圧が供給される。
【００２９】
　トランジスタＱ１は、振幅調整部３からの電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ以上である場合に
オフ状態になり、電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満である場合にオン状態になる。トランジ
スタＱ２は、トランジスタＱ１がオン状態であり、閾値電圧ＶｔｈがコンデンサＣ２の充
電電圧以上であるときにオン状態になり、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３に基づく電
流を出力部６のコンデンサＣ２に流す。一方、トランジスタＱ２は、トランジスタＱ１が
オフ状態の場合、及び、トランジスタＱ１がオン状態であるが、閾値電圧Ｖｔｈがコンデ
ンサＣ２の充電電圧未満であるときにオフ状態になり、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ
３に基づく電流を出力部６のコンデンサＣ２に流さない。その結果、全波整流回路２の電
圧値が小さいときに、トランジスタＱ２に電流が流れるので、トランジスタＱ２にかかる
電圧を小さくでき、消費電力を低減することができる。さらに、安定した出力電圧を生成
することができる。
【００３０】
　出力部６は、全波整流回路２から出力制御部５を介して流れる電流によってコンデンサ
Ｃ２を充電することにより、電源回路１の出力電圧である平滑された直流電圧を生成する
。出力部６は、コンデンサＣ６を含む。コンデンサＣ６は、トランジスタＱ２のエミッタ
と接地電位との間に接続されている。
【００３１】
　以上の構成を有する電源回路１についてその動作を説明する。全波整流回路２は、入力
される交流電圧を全波整流し、全波整流波形Ｖ３を生成する。振幅調整部３は、全波整流
回路２からの全波整流波形Ｖ３を分圧し、ダイオードＤ４を介して、トランジスタＱ１の
ベースに電圧Ｖ４を供給する。電圧Ｖ４は、Ｒ１・Ｖ３／（Ｒ１＋Ｒ２）である（なお、
実際には、ダイオードＤ４の両端電圧Ｖｄ４を減算した電圧である）。
【００３２】
　閾値電圧生成部４は、全波整流回路２から全波整流波形Ｖ３を受けて、コンデンサＣ１
を充電するとともに、閾値電圧Ｖｔｈを生成し、トランジスタＱ１のエミッタに供給する
。トランジスタＱ１は、直流電圧Ｖ４と閾値電圧Ｖｔｈとの大小関係を比較する。
【００３３】
　直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ以上である場合には、トランジスタＱ１は、オフ状態に
なる。トランジスタＱ１がオフ状態になると、トランジスタＱ２はベースが接地電位（ロ
ーレベルの電位）に接続された状態になり、オフ状態になる。従って、全波整流回路２か
らの直流電圧Ｖ３に基づいた電流がコンデンサＣ２には流れない。その結果、直流電圧Ｖ
４が閾値電圧Ｖｔｈ以上である場合にはトランジスタＱ２に電流が流れないので、トラン
ジスタＱ２に大きな電圧を発生させず、消費電力を低減することができる。
【００３４】
　直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満である場合には、トランジスタＱ１は、オン状態に
なる。トランジスタＱ１がオン状態になると、トランジスタＱ２はベースに閾値電圧Ｖｔ
ｈが供給される状態になる。ここで、トランジスタＱ２のエミッタにはコンデンサＣ２の
充電電圧（出力電圧Ｖｏ）が供給されている。従って、トランジスタＱ２は、閾値電圧Ｖ
ｔｈとコンデンサＣ２の充電電圧との大小関係を比較する。そして、閾値電圧Ｖｔｈがコ
ンデンサＣ２の充電電圧以上になると、トランジスタＱ２がオン状態になる。従って、全
波整流回路２からの直流電圧Ｖ３に基づいた電流がトランジスタＱ２を介してコンデンサ
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閾値電圧ＶｔｈがコンデンサＣ２の充電電圧未満であるとき、トランジスタＱ２がオフ状
態である。従って、全波整流回路２からの直流電圧Ｖ３に基づいた電流がトランジスタＱ
２を介してコンデンサＣ２に流れず、コンデンサＣ２が充電されない。
【００３５】
　このように、振幅調整回路３からの直流電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満であるときに、
トランジスタＱ２に電流を流すことにより、トランジスタＱ２にかかる電圧を小さくでき
、消費電力を低減できる。さらに、電圧Ｖ４が閾値電圧Ｖｔｈ未満であっても、閾値電圧
ＶｔｈがコンデンサＣ２の充電電圧未満であるとき、トランジスタＱ２がオフ状態になる
ので、出力電圧Ｖｏを一定値に保持することができる。
【００３６】
　図２（ａ）は、入力電圧Ｖｉの振幅値を変動させた場合における、出力電流Ｉｏと出力
電圧Ｖｏとを示すシミュレーション結果である。出力電流Ｉｏは、トランジスタＱ２に流
れる電流である。出力電圧Ｖｏは、コンデンサＣ２の充電電圧である。図２（ａ）に示す
ように、本実施形態の電源回路１によると、出力電圧Ｖｏは、入力電圧Ｖｉの振幅値が変
動した場合であっても、一定に保持することができる。上記の通り、出力電圧Ｖｏは、必
ず、閾値電圧ＶｔｈからトランジスタＱ１、Ｑ２のベース－エミッタ間電圧を減算した電
圧に固定されるからである。
【００３７】
　図２（ｂ）は、入力電圧Ｖｉの振幅値は変動せず、出力電流Ｉｏの電流値が例えば負荷
変動によって変動した場合における、出力電圧Ｖｏを示すシミュレーション結果である。
図２（ｂ）に示すように、本実施形態の電源回路１によると、出力電圧Ｖｏは、出力電流
Ｉｏの電流値が変動した場合であっても、一定に保持することができる。上記の通り、出
力電圧Ｖｏは、必ず、閾値電圧ＶｔｈからトランジスタＱ１、Ｑ２のベース－エミッタ間
電圧を減算した電圧に固定されるからである。
【００３８】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。上記各トランジスタの極性は、上記の実施形態に限定されない。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、例えばオーディオアンプに好適に採用され得る。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　電源回路
　２　　　全波整流回路
　３　　　振幅調整部
　４　　　閾値電圧生成部
　５　　　出力制御部
　６　　　出力部
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